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にある日本語学校及び日本語コース付私立学校計 7 校で日系 3、4 世の子どもたち







日系ブラジル人 年少者 会話力 言語アセスメント DLA 
1．はじめに 
1.1 研究の背景 
日本人がブラジルへ移民してから 110 年を越え、現在ブラジルでは日系人が約 150 万人
と世界最大規模である。日系人人口はブラジル社会全体の約 1％とマイノリティに位置づ
けられるが、サンパウロ人文科学研究所による多文化社会ブラジルにおける日系コミュニ
ティの実態調査の結果 1によると、ブラジル全体での日系団体は少なくとも 437 団体あり、
















































CF）、（b）弁別的言語能力（Discrete Language Skills 以下 DLS）、（c）教科学習言語能
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力を獲得するには 1～2 年程度必要である。DLS は、文字や基本文型の習得などルール化
できて個別に測定可能な言語技能のことである。ALP は、使用頻度の低い抽象的な語彙に
関する知識や複雑な文章を解釈し書く力や言語的にも概念的にも高度な教科内容を理解す
る力などで学年相当のレベルに達するには 5 年以上必要である。 
2．調査概要 
本研究の調査フィールドの概要を述べる。本調査は、ブラジルの日本語学校及び日本語
コース付の私立学校の計 7 校で実施した。日系人の在留数が最も多いサンパウロ州で 4 校、
第 3 位のパラー州で 3 校であった。 
2.1 学校の概要 
 
表 1 学校概要 
 A 校 B 校 C 校 D 校 E 校 F 校 G 校 
場所 サンパウロ州（日系人人口第 1 位） パラー州（日系人人口第 3 位） 
種類 日本語学校 私立学校 日本語学校 私立学校 日本語学校 
授業数 平日週 5 日 
平日 
週 2 日 
土曜日 
平日 
週 2 日 
土曜日 
平日 
週 1・2 日 
土曜日 
平日 
週 2 日 
土曜日 
時間/ 1回 2 時間 2 時間 2 時間 1 時間 3 時間 1～3 時間 3 時間 
移住地 戦後 戦後 戦前 戦前 戦前 戦後 戦前 
 
A 校と B 校はサンパウロ州サンパウロ市郊外約 150km に位置し、戦後に日系人が入植
した戦後移住地にある日本語学校である。両校共に週に 5 回、1 回 2 時間、午前の部と午
後の部の二部制で授業が実施されている。 
また C 校は、サンパウロ州サンパウロ市郊外約 100km に位置する戦前移住地にある日
本語学校である。授業は、平日は週 2 日あるいは土曜日に、1 回 2 時間ある。 
D 校は、サンパウロ州サンパウロ市内に位置し、戦前移住地にある日本語コース付の私
立学校である。週に 2回、1回 1時間、選択科目の 1つとして日本語クラスを開講してい る。 
次に、E 校はパラー州の州都ベレン市内に位置し戦前からの移住地にある。日本語学校
は週に 1 回、土曜日に 3 時間授業を開講している。 
F 校はパラー州、州都ベレン市内に位置し「バイリンガル教育」、「早期外国語教育」を
取り入れた私立学校である。平日は週 5 日私立学校として運営され、日本語の授業は週に
1～2 日、1 回 1 時間実施されている。また、土曜日は日本語学校として日本語クラスのみ、
3 時間を開講している。 
最後に、G 校は、パラー州のベレン市内から約 260km 南下した戦前移住地内にある日











2017 年 4 月から 5 月に外国人児童生徒のための JSL 対話型アセスメント DLA（文部科
学省 2014）を用いて、会話力調査を実施した。筆者がテスターとなり、所要時間は一人






2.2.2 調査協力者のプロフィール  
調査協力者は、日系 3、4 世の子どもたち 65 名である。調査協力者のうち日本生まれで
日本での就学経験がある帰国生は、5 名である。調査協力者の選定に当たっては、言語形
成期後期に当たる 9 歳から 12 歳の子どもを中心に選定しているが各学校の在籍状況によ
りばらつきが見られる。なお、調査協力者個人を示す場合は、各学校のアルファベットの
頭文字に年齢が低い順番に番号を振り表記する。例えば、A 校で 1 番若い調査協力者は A1
とする。 
 
表 2 調査協力者の属性 
学校名 A 校 B 校 C 校 D 校 E 校 F 校 G 校 
場所 サンパウロ州（日系人人口 1 位） パラー州（日系人人口 3 位） 
人数（合計） 13 23 8 7 4 4 6 
口頭語彙テストまで 0 0 2 1 2 2 0 






























算出した。原則 1、3、5 点で採点し、迷う場合には 2、4 点をつけることも可能とした。
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た」など回答されなかった場合は 0 点とし、評価項目「語彙」に反映させた。表 3 で会話
力の評価項目及び評価基準を示す。 
表 3 会話力の評価項目及び評価基準 
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次に、その結果を中島（2005）の「会話力の 6 つ STAGE」を参照し、会話力ステージ
判定をした。 
 
表 4 会話力の 6 つの STAGE（中島 2005: 406） 















た。正答率が 7 割を越えた学校が 2 校（A 校、B 校）、5 割が 2 校（D 校、G 校）、3 割が
1 校（C 校）、また 2 割が 2 校（E 校、F 校）と各学校間でばらつきが見られた。また、正
答率が 20％以下だった調査協力者は、C 校で 3 名、D 校で 2 名、E 校で 2 名、F 校では 2
名であるが、A 校、B 校には 20％以下の調査協力者はいなかった。 
 
表 5 学校別の口頭語彙テスト正答率（平均） 
学校 A 校 B 校 C 校 D 校 E 校 F 校 G 校 全体 



































帰国生たちは各学校で正答率が 1、2 位となった。特に調査協力者 A5 と調査協力者 B6 の
場合、日本で小学校 1 年生までしか勉強しておらず帰国後 4.5 年（平均）を経過している
にも関わらず、9 割以上の日本語力を保っていたため、比較的高度に日本語の語彙力が保
持されていると考えられる。 
表 6 帰国生の口頭語彙テストの正答率 
学 校 調査協力者 年齢（調査時） 帰国年齢 ブラジルでの日本語学習歴 正答率 
A 校 A5 12 歳 7 歳 5 年 96％ 
B 校 B6 11 歳 7 歳 4 年 91％ 
D 校 D2 13 歳 12 歳 1 年 98％ 
D 校 D6 10 歳 9 歳 1 年 95％ 
G 校 G6 14 歳 9 歳 5 年 84％ 
合計/平均 5 名 12 歳 8.8 歳 3.2 年 93％ 
3.3 会話力のステージ 
次に、各調査協力者がどのくらい会話力があるのかをステージに分け質的に示す。 
会話力習得の初期段階のステージ 1 は 7 名、ステージ 2 は 14 名であった。また、会話
の流暢度をある程度習得しているステージ 3 は 14 名、ステージ 4 は 13 名であった。教科





各学校の会話力の結果は、口頭語彙テストで正答率が 2 割だった E 校と F 校の調査協力
者は会話の流暢度の初期段階であるステージ 1～2 の判定となった。また、口頭語彙テス
トの正答率が 3 割だった C 校ではステージ 1～3 を占めた。5 割の正答率だった D 校と G
校の調査協力者は、D 校ではステージ 1～2 の調査協力者とステージ 5～6 の帰国生が占め、
G 校では日常会話は可能なステージ 3～4 に多くを占めていた。口頭語彙テストの結果が 7
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表 7 会話力の結果 
会話力の
ステージ 
A 校 B 校 C 校 D 校 E 校 F 校 G 校 ステージ別 
合計 
1 A1  C8 D4 D5 E2 F1 F2  7 名 







F3 F4  
14 名 
















    G6 
13 名 




 D2    
9 名 
6 A5 A9 
A12 A13
B19 B20




13 名 23 名 8 名 7 名 4 名 4 名 6 名 65 名 
注：四角で囲まれた調査協力者は日本で就学経験がありブラジルに帰国した帰国生（N＝5） 
つまり、おおむね口頭語彙テストの正答率が低い学校は、会話力の初期段階であるステー










資料 1 は、A4 の発話データ「日課」タスクの一部である。A4 は、9 歳で日本語学習歴
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資料 1 A4 の発話データ「日課」タスクの一部 
2）ステージ 3～4 のケース 
日常会話レベルのステージ 3～4 の調査協力者は 41％で、この段階の調査協力者が一番
多かった。 
資料 2、資料 3 は B3 の発話データの一部である。B3 は 11 歳で日本語学習歴は 5 年で













































資料 3 B3 の発話データ「環境問題」タスクの一部 
B3 の家庭内言語はポルトガル語である。家庭内に日本語の本が 30 冊程度あり、主な入
手方法は図書館での貸し出しである。両親が日本語が堪能なため B3 が日本語学校に 6 歳
で入学し日本語の本が読めるようになる前までは父親が中心になって日本語の本の読み聞
かせを実践していた。B3 が日本語学校に入学し自ら日本語が読めるようになった現在も
毎日寝る前に 10 分間から 15 分間、読書の時間を取るようにしている。 
3）ステージ 5～6 のケース 
教科学習言語能力まで得ている段階のステージ 5～6 は、調査協力者の 26％を占め一番
割合としては少ない結果となった。また、比較的年齢の高い調査協力者が多かった。 
資料 4 はステージ 6（評定平均 基礎言語面 5、認知面 5）の A13 の「環境問題」タスク
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日本で就学経験のある帰国生 5 名は、ステージ 4 が 1 名（G6）、ステージ 5 が 2 名（B6、
D2）、ステージ 6 が 2 名（A5、D6）と日常会話に問題がなく、認知タクスがこなせるレ
ベルにあった。ここでは、調査実施時の 1 年前にブラジルに帰国した調査協力者 D2、D6




D6 は 13 歳であった。日本からブラジルに帰国した当時の年齢は、D2 は 9 歳、D6 は 12
歳であった。D2 の評定平均は基礎言語面が 5、認知面が 4.4 でステージ 5 と判定された。













資料 5 D2 の日本語発話データ「環境問題」タスクの一部 
































資料 6 D6 の日本語発話データ「環境問題」タスクの一部 
一方、姉の D6 は、評定平均は基礎言語面が 5、認知面が 5 でステージ 6 と判定された。
資料 6 の通り「環境問題」カードの絵を見て「地球温暖化」についてだと分かり（289D6）、
地球温暖化の仕組み、対策、自分の意見をしっかり言うことができた（291D6、293D6）。 
D6 は 12 歳で帰国したが、小学校の授業で「地球温暖化」を習った経験があり、日本語





ブラジルでは両言語で会話している。調査時には D2 はステージ 5 と判定されたが、今後
D2 が日本語能力を喪失してしまう減算的バイリンガルにならず日本語を保持していくた
めには、家庭でのサポートや D 校での日本語学習が大切になってくる。 
次に、評定平均は基礎言語面が 5、認知面が 5 でステージ 6 と判定された A5 に関して
みていく。A5 は基礎タスク「日課」でも適切な接続詞や複文を使用し話すことができた。
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ジ 1～2）が 3 割、日常会話レベル（ステージ 3～4）が 4 割、教科学習言語能力習得レベ





































集』pp.148-158 を、第一次集計結果の報告は、ニッケイ新聞の 2018 年 12 月 14 日付記事「人文
研＝全伯日系団体の実態調査＝全 437 団体、6 割しっかり活動＝（上）＝30 年ぶり、2 年半がか
りで」を参照されたい。<https://www.nikkeyshimbun.jp/2018/181204-71colonia.html>（2019
年 2 月 9 日） 
 2 2019 年 5 月 22 日付の毎日新聞によると日本語教育推進法案が衆院文部科学委員会で全会一致で
可決され、国会で成立する見通しとなった。詳細は以下を参照されたい。 
<https://mainichi.jp/articles/20190522/k00/00m/040/245000c>（2019 年 5 月 27 日） 




 4 TOAM 語彙テストは、Test of Acquisition and Maintenance の略であり、岡崎敏雄教授により開
発されたものをもとに国立国語研究所で作成された。55 枚の単語カードで単語レベルの習得・保
持を計った。TOAM にはあるが本調査で使用した DLA では省略された語彙は『9 看護婦・4 歯
茎・28（ドアの）とって』の 3 点、また DLA で追加されたものは『37 運転手・54 寒い・55 背
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